
  

 

令和３年度事業報告 
 

Ⅰ．建設産業の振興 

１． 社会資本整備の計画的推進と国土の強靭化並びに担い手３法の適切な運用と入札契約制度改

革への対応等 

（１）「近畿ブロック地域懇談会・ブロック会議の開催」 

   国土交通省本省及び近畿地方整備局の幹部職員並びに全国建設業協会、近畿各府県建設業協会

の役職員が出席し、地域懇談会及び近畿ブロック会議の場で提案議題についての意見交換を行っ

た。                          （開催地：神戸市）（10 月 18日） 
 

  【地域懇談会の提案議題】 

   ① 国土交通省 

○ 公共工事の円滑施工（i-Construction・ＤＸを含む）と予算確保 

ア 防災・減災、国土強靭化対策等の円滑な推進 

イ 新型コロナウイルス感染症に伴い求められる対策 

ウ 「新・担い手３法」や運用指針に基づく取組の更なる深化・定着 

エ i-Construction の推進による生産性向上やデジタルトランスフォーメーション（DX）

推進の取組等 
 

○ 働き方改革と処遇改善（ＣＣＵＳを含む） 

ア 週休 2日の実現、長時間労働の是正に向けた一層の取組 

イ 建設キャリアアップシステム（ＣＣＵＳ）の更なる普及・活用の推進 
 

○ 「地域の守り手」としての地域建設業の信頼性の向上等 

ア 防災・減災、国土強靭化対策等の円滑な推進（災害時の課題、災害協定の改善余地等） 
 

   ② 全国建設業協会 

○ 公共工事の円滑施工（i-Construction・ＤＸを含む）と予算確保 

ア 国土強靭化予算の安定的確保等 

イ コロナ禍からの日本経済の回復等 

ウ 適正利潤確保のためのダンピング対策、適正な発注価格の積算等 

エ 施工時期の平準化、関係機関等との協議完了後の発注 

オ 中小企業へのＩＣＴ施工の普及、書類の電子化等 

カ その他 
 

○ 働き方改革と処遇改善（ＣＣＵＳを含む） 

ア 地方自治体を含めた週休 2日制工事の拡大等 

イ 職場環境整備と若者入職確保に向けた労務単価引上げ、施工時期の平準化 

ウ キャリアアップシステムにおけるインセンティブ工事の増加等 

 

 



  

○ 「地域の守り手」としての地域建設業の信頼性の向上等 

ア 災害時対応における災害協定内容の更なる充実、個別保険など安心して災害対応がで

きる制度の検討等 

イ 地域の守り手として活躍している地域建設業の姿など建設業の魅力を発信する体制の

検討等 
 

  【近畿ブロック会議の提案議題】 

    ア 公共事業予算の安定的・持続的な確保と国土強靭化予算の継続 

    イ 地元建設企業への受注機会の確保・拡大 

    ウ 働き方改革における担い手確保と i-Construction 

    エ 新・担い手３法の推進 

    オ 設計・積算及び施工 

    カ 入札契約制度 

 

（２）「国土交通省近畿地方整備局との意見交換会」の開催 

① 相 手 方：近畿地方整備局企画部長ほか 

主な議題：（意見） 

ア 関係者協議が整った後の発注 

イ ＣＣＵＳとＣＯＲＩＮＳの同期、運用費等の国負担 

ウ 週休 2日制を推進するための環境整備等 

（要望） 

ア 社会資本整備の着実な推進と災害に強い国土づくり 

イ 改正品確法に基づく建設産業行政の推進 

ウ 入札契約方式の改善 

エ 設計・積算、受発注、施工、完成後の諸課題 

オ 建設産業における担い手の確保・育成 

（10月 4日） 
 

② 相 手 方：近畿地方整備局兵庫国道事務所長ほか 

  主な議題：ア チャレンジ型の拡大 

       イ 適正な発注 

       ウ 働き方改革への対応と推進 

       エ チャレンジ型案件での年齢上限の緩和 

       オ 入札参加制度の見直し 

       カ 地元建設業の受注機会の確保 

       キ 週休２日制 

       ク 地域密着防災担い手型の工事 

       ケ 「インフラ分野の DX」の取り組みに対する状況、意見等 

       コ 「総合評価方式（社会条件配置・地域課題）」の取り組みに対する意見等 

（11月 25日） 



  

（３）兵庫県への要望と意見交換 

①「兵庫県県土整備部との意見交換会」の開催 

ア 相 手 方：県土企画局長、土木局長、住宅建築局長ほか 

主な議題：(ｱ) 地域建設企業の受注機会の確保 

(ｲ) 速やかな変更契約 

(ｳ) 前払金、中間前払金額等の見直し 

(ｴ) ランダム係数の廃止 

(ｵ) メンテナンス工事（特に橋梁）への受注機会確保 

(ｶ) ＳＤＧｓに対する優遇措置 

（7月 20日） 
 

イ 相 手 方：県土整備部長、まちづくり部長、土木局長、住宅建築局長ほか 

主な議題：(ｱ) 社会資本整備の計画的な推進と公共事業費等投資的予算の確保・拡大 

(ｲ) 品確法に基づく建設産業行政の推進 

(ｳ) 地元中小・中堅建設企業の受注機会の確保 

(ｴ) 入札契約方式の改善 

(ｵ) 設計・積算、受発注、施工、完成後の諸問題 

(ｶ) 建設産業における担い手の確保・育成 

（10月 26日） 
 

②「兵庫県県土整備部と青年部会との意見交換会」の開催 

  相 手 方：技術企画課長ほか 

  主な議題：ア 働き方改革の現状と課題 

       イ 工事の平準化による早期発注と課題 

       ウ 建設キャリアアップシステムに係るモデル工事 

       エ 請負代金内訳書における法定福利費の発注者による確認 

       オ 小規模工事での ICT活用 

（12月 21日） 
 

③「神戸県民センター六甲治山事務所との意見交換会」の開催 

  相 手 方：六甲治山事務所長ほか 

  主な議題：六甲治山事務所発注工事における諸問題 

  参 加：尼崎支部・伊丹支部・西宮支部・宝塚支部・神戸支部・本部 

（12月 14日） 

 

（４）「兵庫県選出国会議員への要望」の実施 

  相 手 方：兵庫県選出の国会議員（衆・参）ほか 19名 

  要望事項：国土強靭化対策の推進及び計画的・継続的な公共事業費の確保 

（12月 6日） 

 

 



  

（５）「兵庫県議会自由民主党議員団との政策要望に係る意見交換会」の開催 

令和４年度兵庫県予算編成に対する要望への回答、意見交換会を行った。 
 

【要望事項】 

ア 国土強靭化を推進する公共事業予算の確保、拡大及び民需拡大を図るため国と呼応した

景気対策及び独自の景気対策の推進 

イ 適正利潤が得られる予定価格の設定、事前調整後の発注、工事発注時期の平準化及び新・

担い手３法を確実に実行できる予算の確保 

（3月 17日） 

 

（６）「公明党政策要望懇談会」の開催 

令和４年度予算編成に向けて、次の事項等を要望し、意見交換を行った。 
 

【要望事項】 

  ア 国土強靭化関係予算の確保等 

イ 大規模かつ迅速な景気対策の推進及び債務負担行為等の予算確保による工事発注時期

の平準化及び新・担い手３法を確実に実行できる予算の確保 

（7月 5日(Web)） 

 

（７）「常任委員会」等の開催 

国土交通省近畿地方整備局への提案事項及び兵庫県への要望事項を協議・検討するため、住宅･

建築委員会、土木委員会及び入札契約検討委員会をそれぞれ開催した。 

（住宅・建築委員会－8月 24日） 

（土木委員会－8月 24日） 

（入札契約検討委員会－8月 27日） 
 

また、広報誌「トライアングル」の編集や協会企業合同説明会の開催等について協議・検討す

るため、広報委員会を開催した。          （7月 6日、10月 22日、3月 15日(書面)） 
 

さらに、青年部会の年間事業計画やコロナ禍における社会貢献活動等について協議・検討する

ため、青年部会役員会を開催した。なお、新型コロナウイルス感染症対策に配慮して、Web 会議

も導入した。 

（4月 5日、5月 11日(Web)、6月 8日(Web)、7月 7 日(近畿インフラ DX 推進センター見学)、

10月 28日） 

 

（８）「総合評価落札方式における賃上げ加点措置に係る勉強会」の開催 

国土交通省が発注する工事等については、令和 4年 4月から全ての総合評価落札方式において、

賃上げ加点制度が導入されることとなった。このため、当制度導入にあたっての課題や問題点等

について議論するため勉強会を開催した。 

この勉強会において議論された課題や問題点等については、全国建設業協会や関係国会議員に

送付し、国土交通省はじめ関係省庁に解決策等を要望、要請した。 

（1月 20日） 



  

（９）支部における要望・提案・意見交換 

区 分 月 日 相 手 方 特   記   事   項 

尼崎 7月07日 

12月03日 

公明党尼崎支部中野衆議院議員 

尼崎市副市長 

書面による意見交換 

入札に関する陳情 

伊丹 8月02日 

12月 19日 

2月14日 

3月20日 

3月22日 

伊丹市副市長 

大串衆議院議員 

伊丹市副市長 

大串衆議院議員 

伊丹市副市長 

意見交換会(入札制度について) 

  〃  (    〃    ) 

  〃  (    〃    ) 

  〃  (    〃    ) 

  〃  (    〃    ) 

西宮 8月25日 

8月27日 

10月 0-日 

西宮市長 

西宮市水道事業管理者 

公明党西宮総支部 

要望書提出・意見交換 

要望書提出 

要望書提出･回答書受領（書面による） 

宝塚 4月22日 

7月07日 

7月07日 

宝塚土木事務所長 

宝塚土木事務所副所長 

宝塚市長 

意見交換 

  〃 

  〃 

丹波 6月04日 

6月11日 

6月25日 

丹波市入札検査室技監 

丹波土木事務所長 
西脇労働基準監督署長･県市行政機関 

意見交換(入札制度変更) 

知事選挙啓発･意見交換 

建設工事関係者連絡会議(意見交換) 

神戸 4月09日 

6月29日 

神戸土木事務所長 

神戸土木事務所長･六甲治山事務所長 

意見交換会(土木工事の入札参加等) 

要望･意見交換(入札･契約制度) 

明石 7月21日 

11月 26日 

明石市副市長･都市局道路部長 

明石市財政部長 

要望･意見交換 

要望書提出 

北播磨 12月15日 加東土木事務所長 意見交換会 

加印 10月12日 

12月14日 

12月20日 

高砂市財務室長･契約管財課長 

加古川土木事務所長 

加古川市副市長･総務部長 

要望書提出 

意見交換会 

〃 

姫路 10月21日 

10月21日 

11月12日 

11月18日 

11月22日 

11月29日 

 

 

1月 13 日 

宍粟市市長 

相生市財政部長 

姫路市副市長 

たつの市企画財政部長 

赤穂市総務部長 

姫路土木事務所長･姫路港管理

事務所長･光都土木事務所長･龍

野土木事務所長 

姫路河川国道事務所 

意見交換会 

  〃 

  〃 

  〃 

  〃 

  〃 

 

 

  〃 

南但 6月11日 

6月29日 

7月02日 

9月11日 

豊岡河川国道事務所長 

兵庫県副知事 

但馬県民局長･但馬 3 土木事務所長

谷衆議院議員･足立参議院議員 

意見交換会(豊岡･浜坂支部合同) 

知事選挙啓発･意見交換(豊岡･浜坂支部合同) 

意見交換会(豊岡･浜坂支部合同) 

国政報告･意見交換会(豊岡･浜坂支部合同) 

豊岡 4月18日 

5月20日 

6月11日 

6月15日 

6月29日 

7月02日 

7月08日 

7月14日 

7月17日 

9月11日 

9月28日 

足立参議院議員 

豊岡土木事務所長･豊岡市総務部長 

豊岡河川国道事務所長 

但馬県民局長 

兵庫県副知事 

但馬県民局長･但馬 3 土木事務所長 

但馬労働基準監督署 

豊岡市長 

但馬県民局長･豊岡市長 

谷衆議院議員･足立参議院議員 

豊岡土地改良センター所長 

意見交換会 

要望(工事の早期発注) 

意見交換会(南但･浜坂支部合同) 

知事選挙啓発･意見交換 

知事選挙啓発･意見交換(南但･浜坂支部合同) 

意見交換会(南但･浜坂支部合同) 

但馬地区工事連絡会議 

意見交換会 

要望(残土処分地建設) 

国政報告･意見交換会(南但･浜坂支部合同)  

要望書提出 



  

区 分 月 日 相 手 方 特   記   事   項 

豊岡 10月05日 

1月20日

2月 15 日 

豊岡土木事務所･豊岡市役所 

豊岡河川国道事務所長豊岡河川

国道事務所長 

要望書提出 

意見交換会 

要望書提出 

浜坂 4月15日 

6月11日 

6月16日 

6月29日 

7月02日 

8月03日 

9月11日 

1月20日 

1月24日 

新温泉土木事務所長 

豊岡河川国道事務所長 

但馬副県民局長 

兵庫県副知事 

但馬県民局長･但馬 3 土木事務所長 

新温泉町長 

谷衆議院議員･足立参議院議員 

新温泉町長 

香美町長 

意見交換会 

〃  (南但･豊岡支部合同) 

知事選挙啓発･意見交換 

知事選挙啓発･意見交換(南但･豊岡支部合同) 

意見交換会(南但･豊岡支部合同) 

要望書提出 

国政報告･意見交換会(南但･豊岡支部合同) 

要望書提出 

  〃 

淡路 12月23日 洲本土地改良事務所長補佐･洲

本土木事務所長 

意見交換会 

 

２． 建設産業の健全な発展 

（１）「兵庫県建設産業団体連合会」活動の推進 

建設産業における担い手の確保・育成、イメージアップ等に取り組むため、県内の建設産業団

体で構成する「兵庫県建設産業団体連合会」を通じて、全国建産連の活動に参画して意見交換を

行うなど、各種の活動を展開した。 

  構成員：(一社)兵庫県建設業協会、(一社)兵庫県電業協会、(一社)兵庫県空調衛生工業協会、(一

社)兵庫県測量設計業協会、(一社)全国クレーン建設業協会兵庫支部、兵庫県管工事業協

同組合連合会、兵庫県鳶土工連合会、(一社)兵庫県産業資源循環協会、兵庫県コンクリ

ート製品協会、兵庫県鉄工建設業協同組合、(一社)兵庫県解体工事業協会、(職)近畿建

設技能研修協会 

（総会 6月 18日(書面決議)、全国建産連総会 6月 29日、全国建産連会長会議 9月 27日

(Web)、兵庫県との意見交換会 11 月 16 日、働き方改革セミナー9 月 28 日、ドローン飛

行体験会 11 月 4日、全国建産連理事会・協議員会 1月 27日(書面開催)） 

 

（２）「兵庫県土木施工管理技士会」活動の支援 

土木施工管理技士の品位と社会的地位の向上、施工技術を適正に実施するために必要な専門の

知識及びその能力の確保と向上を図るため、「兵庫県土木施工管理技士会」が行う各種事業活動

を支援した。 

 

（３）「兵庫県建築施工管理技士会」活動の支援 

建築施工管理技術の向上、建築施工管理技士の社会的地位の向上、更には建築施工管理面から

発注機関への提言などに取り組むため、「兵庫県建築施工管理技士会」が行う各種事業活動を支

援した。 

 

（４）ドローン業務活用人材開発助成事業の実施 

会員が、ドローンを建設現場において活用することを促進し、業務の効率化を図るため、ドロ

ーンフライト講習の受講料の一部を助成する「ドローン業務活用人材開発助成事業」を平成 30



  

年度から実施しており、本年度も 5月 25日から開始した。 

 

（５）経営革新・営業強化、コスト縮減等のための各種講習会等の開催 

講 習 会 名 開催場所 開催日 参加人数 

建設産業育成支援セミナー 

姫路 6月 22日 41名 

神戸 7月 15日 47名 

淡路 7月 16日 33名 

豊岡 9月 02日 54名 

尼崎 9月 03日 40名 

計 215名 

経営管理講習会「建設業の若者を定

着させる働き方改革の理論と実践」 
神戸 11月 29日 51名 

 

（６）生産性の向上等施工体制の近代化のための講習会等の開催 

講 習 会 名 開催場所 開催日 参加人数 

変われますか！現場代理人意識変革講座 神戸 7月 21日 54名 

安全管理の基本講座 神戸 11月 15日 49名 

施工計画研修 姫路 7月 12日～13日 14名 

土木技術研修会・JCMセミナー 

（兵庫県土木施工管理技士会共催） 

神戸 6月 28日 70名 

尼崎 7月 20日 79名 

豊岡 8月 12日 78名 

浜坂(DVD) 8月 26日 43名 

神戸(JCM:安全衛生) 9月 22日 66名 

神戸(JCM:維持管理) 11月 02日 66名 

神戸(JCM:土木工学) 11月 10日 66名 

姫路 11月 18日 110名 

計 578名 

建築施工管理講習会・見学会 

（兵庫県建築施工管理技士会共催） 

神戸 7月 26日 30名 

姫路(見学会) 9月 03日 27名 

神戸(見学会) 10月 07日 19名 

川西(見学会) 12月 07日 15名 

神戸 1月 19日 21名 

計 112名 

建設の情報化 CPDS 

セミナー 

（三田建設技能研修

センター共催） 

兵庫県積算対策セ

ミナー 

姫路 7月 21日 7名 

丹波 8月 20日 10名 

浜坂 9月 10日 9名 

三田･篠山･丹波 9月 28日 10名 

計 36名 

作って使う！ 

3次元設計データ

と CIMモデル 

淡路 5月 24日 10名 

北播磨 6月 18日 10名 

姫路 7月 16日 7名 



  

講 習 会 名 開催場所 開催日 参加人数 

建設の情報化 CPDS 

セミナー 

（三田建設技能研修 

センター共催） 

作って使う！ 

3次元設計データ

と CIMモデル 

丹波 8月 23日 10名 

浜坂 9月 13日 10名 

三田・篠山・丹波 9月 29日 10名 

計 57名 

3次元データの活

用について 

淡路 5月 25日 10名 

北播磨 6月 15日 11名 

姫路 7月 20日 10名 

丹波 8月 24日 10名 

浜坂 9月 14日 10名 

三田・篠山・丹波 9月 30日 10名 

計 61名 

建設工事の安全管

理 

淡路 5月 26日 21名 

北播磨 6月 16日 27名 

姫路 7月 14日 34名 

丹波 8月 25日 19名 

浜坂 9月 09日 14名 

計 115名 

建設工事のリスク

管理 

淡路 5月 27日 23名 

北播磨 6月 17日 29名 

姫路 7月 15日 36名 

丹波 8月 26日 17名 

浜坂 9月 08日 17名 

計 122名 
 

（７）法令遵守のための講習会の開催 

講 習 会 名 開催支部 開催日 参加人数 

建設業法および暴力団追放研修会 

（兵庫県建設業暴力追放協議会主催） 

姫路 5月 27日 95名 

浜坂 7月 01日 38名 

西宮 10 月 08日 32名 

豊岡 11 月 05日 43名 

伊丹･宝塚 11 月 10日 39名 

南但 11 月 17日 22名 

三田･篠山･丹波 11 月 25日 44名 

北播磨 12 月 01日 39名 

神戸 12 月 02日 82名 

尼崎 12 月 08日 36名 

淡路 12 月 09日 95名 

加印 12 月 15日 46名 

明石 1月 19日 19名 

計 630名 



  

（８）労働安全のための講習会の開催 

講 習 会 名 開催場所 開催日 参加人数 

労働安全を中心とした研修会 神戸 10 月 27日 49名 

 

（９）資格取得のための講習会等の開催 

① 各種資格取得のための講習会 

講 習 会 名 開催日 参加人数 

土木施工管理技術検定試験受験準備講習会 1級 

(第 1次･学科) 
5月 26 日～27日 実施なし 

土木施工管理技術検定試験受験準備講習会 1級 

(第 2次･実地) 
9月 06 日～07日 実施なし 

土木施工管理技術検定試験受験準備講習会 2級 

(第 1次･学科、第 2次･実地) 
8月 18 日～20日 9名 

土木施工管理技術検定試験受験準備講習会 2級 

(第 2次･実地) 
8月 20日 12名 

仮設安全監理者資格取得講習会 

4月 23日 17名 

7月 16日 15名 

10月 22日 16名 

建設業経理士受験準備講習会 2級 1月 20 日～21日 32名 
 

② 検定試験等の実施 

  (一財)建設業振興基金からの委託を受けて実施 

講 習 会 名 開催日 参加人数 

建設業経理事務士特別研修 4級（研修&検定試験ｾｯﾄ） 7月 08 日～09日 34名 

建設業経理事務士特別研修 3級（研修&検定試験ｾｯﾄ） 9月 27 日～29日 32名 

建設業経理検定試験 1・2級 9月 12日 507名 

建設業経理検定試験 1・2・3級 3月 13日 537名 
 

③ 監理技術者講習会の開催 

開催支部名 開   催   日 参加人数 

西 宮 4/8、8/4、12/8 38名 

篠 山 4/7 2名 

丹 波 6/3、12/8 41名 

神 戸 4/22、10/6 22名 

北播磨 6/9、12/10 78名 

加 印 7/7、11/10 22名 

姫 路 
4/9、5/13、6/2、7/7、8/4、10/8、11/17、12/9、1/28、2/17、
3/4、3/16 

444名 

南 但 6/4、10/7 18名 

豊 岡 6/2、10/6 43名 

浜 坂 6/3 12名 

淡 路 4/7、10/6 59名 

計 779名 

 



  

（10）環境に配慮した企業経営の推進のための講習会等の開催 

① 建設廃棄物処理の適正化 

建設廃棄物処理の

適正化 

建設系廃棄物マニフェスト伝票を 

各支部で販売 
販売部数：401,120部 

建設廃棄物の適正処理に係る 

講習会 

豊岡 7/1 28名 

南但 7/2 24名 

浜坂 7/15 27名 

尼崎 9/29 47名 

淡路 11/11 28名 

姫路 11/12 38名 

姫路 2/09 39名 

神戸 2/10 40名 

計 271名 
 

② エコアクション２１認証・登録の共同取得 

     環境に配慮した企業経営を積極的に支援するための、企業別コンサルティング 

        概要：4 月 23日 参加企業 7社（7名） 

        演習：5 月 24日、6月 14日、7月 26日、9月 17日 参加企業 3社（4名） 

 

（11）建設業総合補償制度の推進 

会員が個別に加入するよりも低廉な掛け金で加入できる、工事補償と第三者賠償補償に見舞金

を加えた「建設業総合補償制度」について、加入企業の獲得に努めた結果、3月 31日時点の加入

会員者数は 145社となっている。年度後期に本部や支部において説明会を開催した。 

（本部(理事会)10月 28日） 

（(支部)宝塚 11月 10日、丹波 12月 7日、明石 1月 19日、加印 3月 17日、 

南但 11月 17日、豊岡 11月 5日、淡路 12月 9日） 

 

（12）リカレント研修受講料助成事業の実施 

職業訓練法人近畿建設技能研修協会が実施する入職 3年以上の社員を対象とした、既存のスキ

ルを高め、新しいスキルを手に入れる学び直しのための「リカレント研修」について、会員の従

業員の受講を支援するため、受講料の一部を助成する「リカレント研修受講料助成事業を実施し

た。（受講者：13名）           （10月 14日、15日、21 日、22日、28日、29日） 

 

 

Ⅱ 担い手の確保・育成と建設雇用改善の推進 

１．担い手の確保・育成の推進 

（１）業界研究スペシャルプロジェクト『まちづくり業界研究大作戦』の実施 

広く学生に兵庫県地域建設業の魅力を伝え、理解促進を図る機会を設けることにより、会員の

将来を担う優秀な人材の確保につなげる。 

【対象】2023年春卒業予定の大学院・大学・短期大学・専門学校の学生並びに既卒者 



  

【内容】 

① プレイベント 

  本番イベントの動員や盛り上げにつなげていくことを目的にグループワークを開催。30

人の枠に対し 63人の学生が参加した。 

（9月 23日(祝) 於:アクセス梅田スペース） 
 

② 本番イベント 

  会員企業が建設業等まちづくり業界の魅力や働く醍醐味等を説明し、参加学生の会員企

業への就職につなげることを目的に開催。会員有志 30 社が出展し、141 人の学生が参加し

た。  

・出展企業：阿比野建設㈱、淡路土建㈱、池田建設㈱、今津建設㈱、㈱岡工務店、㈱オカ

モト・コンストラクション・システム、㈱鍵田組、㈱柄谷工務店、㈱川嶋建設、㈱北村工

務店、塩谷建設㈱、㈱柴田工務店、㈱島田組、但南建設㈱、㈱ノバック、㈱ハマダ、㈲ビ

ームスコンストラクション、平錦建設㈱、福井建設㈱、前川建設㈱、㈱松田組、美樹工業

㈱、宮崎建設㈱、㈱宮本組、㈱村上工務店、㈱明和工務店、㈱森長組、㈱山田工務店、㈱

友興組、寄神建設㈱（30社 五十音順） 

                     （12月 4日 於:神戸サンボーホール） 
 

③ WEBサイトの立ち上げ 

  出展会員企業のＰＲ動画等をコンテンツとした Web サイトを本番イベントの情報発信を

行うことを目的に開設した。                     （8月開設済み） 
 

④ 若年層入職促進ＰＲ動画の制作 

  まちづくり業界大作戦出展企業の PR動画等を素材に、建設業で働くことは大きな感動と

やりがいに満ちていることを若年層にアピールし、若年層が建設業を就職先に選ぶ動機づ

けとなる動画「地図に残る、“未来を創る”という使命～建設業で働くプロジェクトリーダ

ーたち～」を制作。協会ＨＰや YouTubeで放映する。 

・制作協力：阿比野建設㈱、今津建設㈱、㈱オカモト・コンストラクション・システム、

㈱川嶋建設、㈱北村工務店、塩谷建設㈱、㈱島田組、但南建設㈱、㈱ハマダ、平錦建設㈱、

福井建設㈱、前川建設㈱、美樹工業㈱、宮崎建設㈱、㈱宮本組、㈱村上工務店（16社 五十

音順）                              （3 月制作済み） 

 

（２）建設労働者育成支援事業の実施 

厚生労働省の委託事業である「建設労働者育成支援事業」を受託した（一財）建設業振興基金

の地方拠点として、職員 2名で対応。職業訓練企画、訓練受講生募集、職業相談、面接指導、求

人情報の提供、企業への求職者情報の提供など、訓練開始から終了まで、段階的にきめ細やかな

就業支援を行っている。無料職業紹介事業の許可を受け、職業紹介を行うことにより、建設業へ

の就職に繋げることを目的として取り組んだ。 

（年間実施：4回） 

 

 



  

令和 3年度の講習概要 

講習名 講 習 ： 期 間・会 場 定員 備  考 

建設業入職（建設機械

オペレーター）コース 

令和 3年 7月 7日～7月 29日 

・キャタピラー大阪南教習所 他 
10名 

10名が訓練修了、内 2

名が建設業に就職 

建築設備コース 

in兵庫  

令和 3年 7月 13日～8月 5日 

・三田建設技能研修センター 他 
10名 

5 名が訓練修了、内 4

名の定時性高校生が

建設業に内定 

けんせつ技能者コース 

in兵庫 

令和 3年 10月 5日～11月 5日 

・三田建設技能研修センター 
10名 

10名が訓練修了、内 9

名が建設業に就職 

建設業入職（建設機

械・技能体験）コース 

令和 4年 1月 12日～2月 4日 

・三田建設技能研修センター 
10名 

6名が訓練修了し、内

3名が建設業他に就職 

 

（３）建設キャリアアップシステム（ＣＣＵＳ）の推進 

① 登録支援機関への移行 

（一財）建設業振興基金が各都道府県建設業協会に委託していたＣＣＵＳ窓口業務の廃止を受

け、当協会は今年度から登録支援機関に移行し、会員企業及び会員企業に属する技能者のみを対

象にした登録支援窓口業務を開始した。                     （5月～） 
 

② 国土交通省近畿地方整備局におけるＣＣＵＳ推奨モデル工事の試行 

令和 3年 3月 10 日、国土交通省近畿地方整備局長に対し直轄Ｃランク工事におけるＣＣＵＳ

推奨モデル工事の試行を要望。これを受け、近畿地方整備局ではＣＣＵＳ推奨モデル工事の入札

を次のとおり実施。 

・令和 3年度ＣＣＵＳ推奨モデル工事の入札   4件 

            （内訳） 入札公告済み  4件 

                 受注者決定済み 4件（すべて会員企業） 
 

③ 全国建設業協会「地域ＣＣＵＳ推進委員会」への参画 

全国建設業協会ではＣＣＵＳ普及促進事業の一環として、ＣＣＵＳ先行的取組協会をＣＣＵＳ

推進委員に選定（第一次登録 18協会(当協会を含む)、第二次登録 12協会）。30協会の先導的な

取組事例を全国の建設業協会に情報発信し、波及を図るとしている。 

（9月 13日(Web)、3月 25日(Web)） 
 

④ ＣＣＵＳ関連機器無償貸出制度の開始 

ＣＣＵＳの登録・利用促進を図るため、（一財）建設業振興基金のＣＣＵＳ登録・利用促進活

動費を活用し、ＣＣＵＳ導入工事で必要となるＩＣカードリーダー等の会員への無償貸出制度を

開始した。                            （制度開始 9月 16日） 

  【貸出機器】（3月 31日時点） 

   ・ＩＣカードリーダー（BNR01NF）（㈱トッパンフォームズ） 20台（3台貸出中） 

   ・ｉＰａｄ Ａｉｒ２０２０（Apple）            3台（3台貸出中） 

   ・建レコキット（㈱キッズウェイ）             1式（1式貸出中） 

 

（４）建設業若年者入職促進・人材育成事業の実施 

① 女子高校生と女性技術者との交流会２０２１の開催 



  

女性の建設業への入職を促進するため、建設業で働く女性から女子高校生に対して建設業の現

状や魅力を発信することを目的として、兵庫県内の各工業高等学校等の女子高校生（２～３年生

(３２名)）と（一社）土木技術者女性の会の女性技術者（３名）及び会員企業の女性技術者（２

名）との「女子高校生と女性技術者との交流会２０２１」を神戸商工会議所において開催した。 

この交流会では、女性技術者による建設業で働く女性の環境づくりや変化をテーマにした「基

調講演」（講師：同会の西日本支部長）及び各女性技術者からそれぞれのお仕事紹介を行うとと

もに、女子高校生からの質問事項をもとに意見交換を行った。 

（10月 14日） 
 

② 工業高校生資格取得支援講習会事業の実施 

県内の工業高校生等（３年生）を対象に、建設業への入職促進につながる２級土木施工管理技

士又は２級建築施工管理技士の学科試験に向けた講習会（傾向と対策等）を開催した。 
 

高 校 名 開 催 日 対 象 人数 

龍野北高校 9月 24日 環境建設工学科（建築・土木） 40名 

豊岡総合高校 9月 30日 環境建設工学科（土木・建築） 38名 

東播工業高校 
10月 11日 

10月 22日 

土木科 

建築科 

21名 

5名 

尼崎工業高校 10月 29日 建築科 30名 

兵庫工業高校 10月 18日 都市環境工学科（土木） 34名 

計５校  計 168名 
 

③ 「社会人基礎研修」の実施 

会員企業の新入社員を対象として、社会人としての基本の習得、労働安全衛生に対する理解、

入社後の不安や悩みの解消などに努め、受講者が会社に定着できるようにすることを目的に、三

田建設技能研修センターにおいて「社会人基礎研修」を実施した。 

（6月 8日～10日、15名受講） 

 

（５）「兵庫県建設業育成魅力アップ協議会」への参画 

兵庫県が建設業に対する県民の正しい理解とイメージアップ、若年入職者の確保等を図るため

設置した協議会に参画し、関係機関及び業界団体との意見交換を行った。 

（7月 5日、10月 30日、3月 25日） 

 

（６）兵庫県建設産業人材確保推進連絡協議会の開催 

協議会の下に設けられた作業部会で、事業の優先順位付けと先導的事業展開に向けた協議を行

い、協議会への提案書を取りまとめた。人材の送り手である県立工業高等学校等校長と人材の受

け手である会員企業経営者を構成員とする協議会では、この提案書について作業部会から報告を

受け、建設産業への人材確保を一層推進するため、率直に意見交換した。 

（作業部会 7月 20日、10月 15日(Web)） 

（協議会 12月 24日） 

 



  

（７）国土交通省「私たちの主張」の実施 

国土交通省と建設産業人材確保・育成推進協議会主催の作文コンクールが実施され、当協会か

ら 23名が応募し、7名に協会長表彰を授与した。 

（応募期間 5月 17日～6月 30 日、表彰式 3月 18日） 

 

（８）現場見学、現場実習等の支援 

ア 現場見学 １校 ７８名 

学校名 実施日 見学現場 参加者 

龍野北高校 
6月 09日 飾磨区中島岸壁改修工事現場（姫路市） 

大黒町高層マンション建築現場（姫路市） 

西延末歩道橋設置工事現場（姫路市） 

40名 

6月 18日 38名 
 

イ 現場実習 １０校 １５７名 

学校名 実施期間 実習現場 参加者 

近畿大学 4 月 05日～04月 08日 
㈱松田組本社 

西宮養護学校校舎改築工事 
1名 

日本工科大学校 

4 月 15日～07月 29日 

のうち 14日間 
アルファステイツ姫路城西新築工事 8名 

10月 14日～01月 27日 

のうち 14日間 
県営姫路御着住宅第 4期建築工事 8名 

東播工業高校 

4 月 26日～06月 28日 

のうち 5日間 
みどり丘こども園建て替え工事 16名 

9 月 13日～01月 17日 

のうち 8日間 

龍野北高校 
7 月 26日～07月 29日 県営書写住宅第 3期工事 ほか 9名 

8 月 23日～08月 26日 揖保川觜崎地区他河道掘削工事 ほか 12名 

洲本実業高校 7 月 26日～07月 30日 美の越線道路改良工事 ほか 15名 

豊岡総合高校 7 月 26日～07月 30日 但馬漁港津居山支所改修工事 ほか 16名 

但馬技術大学校 
9 月 27日～10月 08日 

のうちの 10日間 
県単独緊急防災工事治山ダム工事 ほか 9名 

篠山産業高校 11 月 8日～11月 12日 (二)武庫川水系波賀野川河川改修工事 ほか 8名 

兵庫工業高校 11月 15日～11月 19日 
尼崎･西宮･神戸･淡路支部の会員企業 29 社

の工事現場 
54名 

修成建設専門学校 3 月 15日～03月 17日 西宮市営住宅池田町外壁改修工事 ほか 1名 
 

ウ 建設サマーセミナー ４校 ２１名 

地 区 実施期間 実習現場等 参加者 

西 部 
8月 02日～ 

8月 06日 

[実 習] 

(仮称)水足戸ヶ池産業団地造成工事作業所 

加古川東市民病院跡地整備事業作業所 

[見 学] 

加西市地域活性化拠点施設建設工事作業所

及び鶉野飛行場戦争遺跡めぐり(平和学習) 

生コン工場見学（㈱播州生コン） 

京都美術工芸大学大学院1名 

和歌山大学   1名 

東播工業高校  6名 

龍野北高校   13名 

計 21名 

 

 



  

（９）建設業魅力説明会（出前説明会）の実施 

県内の工業高校生等（１～３年生）を対象に、建設業の魅力を理解してもらうとともに、建設

業への入職促進を図るため、現役の技術者が建設業の魅力を伝える出前説明会を開催した。 
 

高 校 名 開 催 日 対 象 人数 

上郡高校 6月 29 日 地域環境科２年生 19名 

兵庫工業高校 
6月 22 日 

7月 13 日 

都市環境工学科（土木）３年生 

建築科１年生 

34名 

40名 

東播工業高校 
7月 15 日 

10月 20 日 

土木科２年生 

建築科２年生 

34名 

32名 

龍野北高校 7月 19 日 環境建設工学科１・２年生 70名 

尼崎工業高校 10月 22 日 建築科１年生 35名 

豊岡総合高校 11月 02 日 環境建設工学科２年生 27名 

神戸市立科学技術高校 中止 都市工学科２年生 - 名 

神戸工業高校（定時制） 7月 13 日 建築科４年生 14名 

計８校  計 305名 

 

（10）大手前大学及び大手前短期大学とのキャリア・就職支援に関する協定書の締結 

兵庫県建設産業の未来を担う若年層の人材確保に向け、同大学生の会員企業への就職等を促進

するため、次の項目について連携・協力することを内容とする協定書を締結した。 

・学生及び保護者に対する会員企業の情報提供及び各種イベント等の周知 

・学生の就職に係る情報交換及び実績把握 

・学内で行う合同企業説明会等の企業情報提供イベントの開催 

・保護者向けの就職セミナーの開催 

・学生のインターンシップの受入支援 

（締結式 6月 16日 於:大手前大学） 

 

（11）建設業界ガイドブックの配布 

建設業界の役割や建設業の様々な仕事の内容を紹介する『建設業界ガイドブック』（建設産業

人材確保・育成推進協議会（事務局：（一財）建設業振興基金）を県立高校等 221校へ配布した。 

（6月 2日） 

 

（12）優秀な建設業学科の学生等に対する協会長表彰の実施 

協会が主催するインターンシップ等の入職促進事業に参加した生徒・学生の中で、特に優秀と

認められた者に対し、協会長表彰を授与した。 

・8校 15名（男子 13名、女子 2名）               （各校卒業式等で授与） 

 

２．技術者・技能者の養成 

兵庫県土木施工管理技士会及び兵庫県建築施工管理技士会は、技術向上を図るための技術研修会

を開催した。（再掲） 



  

講 習 会 名 開催場所 開催日等 参加人数 

土木技術研修会・JCMセミナー 

神戸 6月 28日 70名 

尼崎 7月 20日 79名 

豊岡 8月 12日 78名 

浜坂(DVD) 8月 26日 43名 

神戸(JCM：安全衛生) 9月 22日 66名 

神戸(JCM：維持管理) 11月 02日 66名 

神戸(JCM：土木工学) 11月 10日 66名 

姫路 11月 18日 110名 

計 578名 

建築施工管理講習会・見学会 

神戸 7月 26日 30名 

姫路(見学会) 9月 03日 27名 

神戸(見学会) 10月 07日 19名 

川西(見学会) 12月 07日 15名 

神戸 1月 19日 21名 

計 112名 

 

３．労働福祉の改善 

（１）建設共済制度への加入促進 

10月 1日実施の保険区分の新設及び無事故割引率の改定等について、ＤＭ送付等により周知を

行うとともに、建設業福祉共済団の初の試みであるテレビＣＭを放映するなどし、建設共済保険

制度への加入促進を図った。3月 31日時点の加入会員数は 218社となっている。年度後期には本

部や支部において説明会を開催した。 

（本部(理事会) 10月 28日、3月 18日） 

（(支部) 宝塚 11月 10日、丹波 12月 7日、明石 1月 19日、加印 3月 17日、南但 11月 17日） 

 

（２）建設業退職金共済制度への加入促進 

建退共兵庫県支部として、加入促進に向けて、加入促進月間を中心に制度の周知･啓発に努めた。 

【加入状況】－3 月 31日現在－ 

・共済契約者数；8,372事業所（全国第 5位） 

・被共済者数；80,147名（全国第 6位） 

 

４．建設雇用改善の推進 

（１）労働委員会の開催 

人材確保等支援助成事業を効果的に実施するために、必要な事項及び効果検証を行ったほか、

「まちづくり業界研究大作戦」の企画内容や委託先、女性部会の設置等について協議を行った。 

（5月 21日(Web)、12月 2日、3月 11日） 

 

 



  

（２）労務研究会の開催 

建設産業の雇用改善や労務管理の向上に向けた情報交換などを行った。 

（定例会：5月 12日、7月 14日、9月 8日、11月 10日、1月 26日、2月 16日、3月 9日） 

（小委員会：4月 28日、5月 8日、7月 14日、9月 1日、3月 9日） 

※定例会・小委員会すべて Web会議 

 

（３）雇用管理等に関する調査の実施 

建設産業の働き方改革や若年者・女性に魅力ある職場づくり等を推進するための基礎資料とす

るため、「建設労働者雇用管理状況等実態調査」を実施。今年度は「休日」「有給休暇取得」「時

間外労働時間」や「高年齢者雇用」に関する設問を設定。 

① 対 象：会員事業所 663者 

② 調査実施：令和 3年 10月 5日～20日 

③ 回 収：500社（回収率 75.4％） 

④ 報 告 書：令和 4年 3月作成、全会員に配布済み 

 

 

Ⅲ 地域社会への貢献 

１．社会貢献活動の推進 

（１）さわやかな県土づくりのためのクリーンアップ活動の実施 

兵庫県が推進する「クリーンアップひょうごキャンペーン｣に協賛し、6月 1 日の「善意の日」

を中心に道路・河川・公園等における空き缶、空き瓶等のゴミの収集、雑草刈取り、清掃、搬送

作業を行った。 

ただし、一部の支部では、新型コロナウイルス感染症対策に配慮して、やむなく活動を差し控

えた。 
 

区 分 作 業 内 容 と 実 施 場 所 参加人数 実施日 

尼 崎 
2 級河川 武庫川河川敷左岸（尼崎地域）全域（総延長約

5,980ｍ）（散乱ゴミ・不法投棄ゴミの清掃・処分） 
81 10月 28日 

伊 丹 
県道伊丹豊中線他 4 路線（延べ 11.3 ㎞）（ゴミ、空き缶収

集、除草、清掃） 
41 10月 05日 

西 宮 

国道 171 号、176 号の一部、県道浜甲子園甲子園口停車場

線（甲子園筋）、甲子園六湛寺線（臨港線）、甲子園尼崎線

（臨港線）、市道札場筋線、市役所前線、小曾根線、臨港線

＜駅周辺＞JR西宮、さくら夙川の各駅、阪神電鉄西宮駅（総

延長 14,590ｍ）（除草、空き缶・空き瓶の収集、その他塵

埃の清掃、収集廃棄物の搬出） 

76 12月 01日 

宝 塚 

JR宝塚駅～小浜交差点 末広公園～阪神競馬場手前 川西

市加茂 6丁目～加茂 3丁目（国道 176号バイパス）（ゴミ、

缶・瓶収集搬送、除草、竹の伐採） 

42 10月 05日 

三 田 （中止） － － 

篠 山 川原町地内篠山川河川敷(右岸)（除草） 29 6月 01日 

 



  

区 分 作 業 内 容 と 実 施 場 所 参加人数 実施日 

丹 波 

丹波市内 柏原川堤防（柏原地区）、牧山川堤防（山南地区）、

犬岡橋上下流堤防等（氷上地区）、佐治川堤防（青垣地区）、

市道新川線（春日地区）、竹田川堤防（市島地区）（草刈、

ゴミの収集・搬送） 

78 10月 06日 

神 戸 西区明石川河川敷(5,200㎡)（草刈、清掃） 63 11月 09日 

明 石 県立明石公園（150,000㎡）（ゴミ、缶等の収集、清掃） 41 9月 29日 

北播磨 
国道 427 号他 1 路線、県道三木宍粟線他 9 路線、市道 2 路

線等（ゴミ、缶収集、剪定・除草） 
216 6月 01日 

加 印 松風公園（草刈、低木の剪定等） 96 10月 20日 

姫 路 

国道 2 号他 2 路線、県道護持伊勢線他 3 路線、菅生ダム、

越智川、佐用町内道路、太子町総合公園周辺、国見の森公

園（除草、缶・瓶、ゴミ収集） 

310 6月 03日 

南 但 
養父・朝来市内ポケットパーク 14 か所（草刈り・缶・

ゴミ収集処分） 
31 10月 20日 

豊 岡 豊岡市竹野町竹野川下流堤防（草刈り、清掃） 42 7月 09日 

浜 坂 

美方郡壱円（河川、道路、海岸の缶・瓶、ゴミ等を集積

場迄運搬作業）〔9月 18日予定の久斗川、矢田川の流木

伐採・収集、草刈り作業は台風第 14号のため中止〕 

59 

4月 18日 

6月 05日 

6月 06日 

淡 路 

洲本市・淡路市・南あわじ市 樋戸野川他 7河川、五色

浜、県道福良･江井･岩屋線他 1 路線（除草、ゴミ、缶･

瓶収集） 

219 6月 10日 

本 部 会館周辺歩道及び植込（ゴミ、缶収集） 25 6月 01日 

            参 加 人 員 合 計             1,449人 

 

（２）地域安全まちづくり活動の推進・「子ども１１０番の車」パトロール事業の実施 

会員企業に防犯活動のリーダーとなる「防犯責任者」を設置（3月末現在設置会員数 613社）

するとともに、「子ども達が安全で安心して暮らせる地域づくり」を行うため「子ども１１０番

の車」（3月末現在登録台数 1,210台）パトロール事業を実施した。 

 

２．災害時の緊急対応等住民支援活動の推進 

（１）災害時の応急対策業務出動 

豪雨対策等のため、県・市町の要請に応じ、関係支部が出動・警戒等に従事した。 
 

支部名 要 請 元 出動月日 内   容 

西宮 西宮市 08月 13日～15日 前線による大雨に伴う対応業務(待機) 

宝塚 宝塚市 

07月 07日 

 

07月 12日 

梅雨前線による大雨に伴う土嚢配

布･パトロール 

梅雨前線による大雨に伴う土嚢回収 

丹波 丹波市 08月 14日～21日 
令和 3 年 8 月大雨に伴う氷上町犬岡

地区河川の排水ポンプ設置対応 

姫路 

兵庫県道路公社 

 

姫路農林水産振興事

務所 

 

07月 08日 

 

11月 19日～21日 

 

 

梅雨前線による大雨に伴う播但連絡

道路土砂撤去 

高病原性鳥インフルエンザ発生時の

汚染物品処理⇒兵庫県農政環境部長

より感謝状受贈(3月 23日) 



  

支部名 要 請 元 出動月日 内   容 

南但 

養父土木事務所 

朝来農林振興事務所 

 

07月 08日～09日 

08月 14日 

 

鳥取県災害応援(土嚢確保依頼対応) 

令和 3 年 8 月大雨に伴う土砂流出の

対応業務(土嚢設置･土砂撤去) 

豊岡 豊岡市 08月 12日～19日 
令和 3年 8月大雨に伴う船戸川､金剛

寺川排水ﾎﾟﾝﾌﾟ設置･撤去 

浜坂 新温泉土木事務所 08月 14日～18日 令和 3年 8月大雨に伴う土砂･倒木撤去 

 

（２）防災協定連絡網及び提供可能資機材の備蓄状況の的確な把握 

① ５月から６月にかけて、各支部が国（近畿地方整備局本局及び出先機関）、県（各県民局・県

民センター）と締結している災害時等における緊急災害応急対策業務に関する協定に基づき、

常備建設資機材の保管状況の調査を実施した。 
 

② ５月１４日に実施された近畿地方整備局六甲砂防事務所の情報伝達演習に参加したほか、９

月２日に実施された近畿地方整備局地震災害対策本部の地震災害時初動対応訓練に参加した。 
 

③ （一社）全国建設業協会より令和 3年 8月の大雨による災害対応状況について報告依頼があ

り、丹波・南但・豊岡・浜坂各支部の計 32件を報告した。 

 

（３）防災訓練への参加 

開催日 主  催 内 容 等 参加支部 

5月 13日 西宮土木事務所 水防情報伝達演習 西宮 

5月 25日 

宝塚土木事務所 水防情報伝達演習 宝塚 

豊岡土木事務所 水防情報伝達演習 豊岡 

新温泉土木事務所 水防情報伝達演習 浜坂 

5月 26日 

丹波土木事務所 水防情報伝達演習 丹波 

加東土木事務所 水防情報伝達演習 北播磨 

養父土木事務所 水防情報伝達演習 南但 

洲本土木事務所 水防情報伝達演習 淡路 

7月 26日 豊岡河川国道事務所 災害対策用機械の操作訓練 南但 

11月 13日 三田市 三田市総合防災訓練 三田 

2月 01日 西宮市 西宮市総合防災（机上）訓練 西宮 

 

（４）災害協定や防疫協定に基づく意見交換や検討会への参加 

① 兵庫県緊急輸送道路ネットワーク計画等策定協議会 

  兵庫国道事務所が開催する「南海トラフ巨大地震等災害発生時の緊急輸送道路等確保ワーキ

ング」の建設業団体説明に参加し、道路啓開担当割付や指揮命令系統図及び簡易マニュアルの

確認等を実施した。 

  参加：尼崎支部・西宮支部・神戸支部・淡路支部・本部 

（1月 26日(Web)） 
 

 



  

② 各支部における意見交換や検討会 

開催日 主  催 内 容 等 参加支部 

7月 20日 宝塚土木事務所 砂防案件についての打合せ 宝塚 

7月 27日 宝塚土木事務所 砂防案件についての打合せ 宝塚 

8月 24日 丹波市生活環境部 災害応急対策業務について 丹波 

9月 16日 淡路家畜保健衛生所 豚熱発生に備えた埋却検討会 淡路 

3月 22日 宝塚市役所 水防協定についての打合せ 宝塚 

 

 

Ⅳ．戦略的広報活動の展開 

１． 広報活動の推進 

（１）「トライアングル」及び「協会ニュース」発行 

① 広報誌「トライアングル」の春・夏季号（NO.269）、秋・冬季号（NO.270）を発行した。特集

記事に令和 3年 4月 1日にオープンした「近畿インフラ DX推進センター」（国土交通省近畿地

方整備局）を取り上げて、業務そのものや働き方が変わるインフラ分野の DX を紹介したほか、

表紙で「期待の技術者」として、現場で活躍する若手従業員を紹介するなど、建設業の魅力発

信を行った。                           （発行部数 1,500部） 
 

② 毎月初めに発信の協会ニュースにより、行政当局からの通知、関係法令の周知、会員の消息、

協会の諸行事、各種大会、講演会、講習会、研修会、図書印刷物、入札参加資格申請書等の案

内や紹介を行った。 

 

（２）紙面購入による建設業の魅力発信 

建設業の担い手の確保を促進するため、神戸新聞の紙面を購入し、建設業の魅力や役割を広く

県民に情報発信した。 

令和 3年度は、兵庫県が発注し会員企業が受注した「奥山川砂防堰堤工事」と「県立大学姫路

工学キャンパス新 2号館建設工事」の現場で活躍する若者の技術者・技能者に焦点をあて、仕事

のやりがい等について取材し、記事として掲載した。    （3月 19日及び 3月 20日に掲載） 

 

（３）協会ホームページを活用した広報の推進 

協会ホームページで、協会主催の講習会等の開催や、国、県等の建設業に関係する各種法令や

制度改正等の情報を会員に積極的に提供し、広く協会のＰＲに努めることを継続している。 

（3月末現在のアクセス件数：72,784件） 

 

（４）建設業の魅力発信、イメージアップのためのパンフレットの配付及びパネル・ポスターの展示 

建設業の魅力を発信しイメージアップを図るため、パンフレットを各種会議や関係機関等で配

付するとともに、9月に明石公園で開催された「2021ひょうごまちなみガーデンショーin 明石」

の専用ブースにパネル及びポスターを展示の上、パンフレットを配布し、広く県民へのＰＲに努

めた。 



  

Ⅴ．業界活性化の推進  

１．暴力追放の徹底 

（１）「暴力団排除条例」に基づく誓約書の提出 

兵庫県暴力団排除条例第５条に定める県民の責務に則り、本会の会員資格の取得に当たっては、

暴力団員等でないこと及び暴力団員等と一切関係を有しないこと、これを一切利用しないこと、

便宜供与をしないこと等を定款で明確化し、新規加入会員にはこの旨を誓約する「誓約書」の提

出を求めた。（既会員：全者提出済） 

 

（２）暴力団追放運動支援自販機の設置 

平成 29年 4月兵庫建設会館内に「暴力団追放運動支援自販機」を設置し、その売上げにより

（公財）暴力団追放兵庫県民センターの活動への支援を継続している。 

 

 

Ⅵ．表彰及び会員相互の交流等 

１．表彰制度の積極的活用 

建設産業の発展等に寄与された功績により、当協会から推薦した各種表彰等の令和 3年度にお

ける受章（受賞）者数は、次のとおりである。 
 

区     分 受章(受賞)者数 

旭日双光章 1名 

黄綬褒章 2名 

国土交通大臣表彰（建設事業関係功労） 2名 

兵庫県功労者表彰（土木建設功労） 2名 

（一社）全国建設業協会長表彰  特別功績者 7名 

〃        従業員 29名 

（一社）兵庫県建設業協会長表彰 特別功績者 13名 

       〃        従業員 105名 

 

２．合同慰霊祭の開催 

物故会員並びに従業員の御霊をお慰めして、そのご冥福をお祈りするため、第 22 回合同慰霊

祭を大本山須磨寺本坊にて執り行い、当協会建立の須磨寺慰霊碑に会員十一柱、従業員（関連協

力会社を含む）十一柱を新たに合祀した。 

（9月 16日） 


